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第
三
回
大
砂
土
東
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
は
、
議
長
に
榎
本
房
雄
さ

ん
（
同
会
長
）
を
選
任
し
、
平
成
十

八
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
及
び
、

同
十
九
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
、

並
び
に
役
員
改
選
に
つ
い
て
原
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ご
　
挨
　
拶

大
砂
土
東
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
　
榎
本
　
房
雄

　
連
日
猛
暑
が
続
い
て
い
ま
す
が

地
区
の
皆
様
お
元
気
で
す
か
。

　
大
砂
土
東
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
に
つ
い
て
は
日
頃
か
ら
ご
支
援

ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。
お
陰
を
も
ち
ま
し

て
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
平
成

十
八
年
度
事
業
に
つ
い
て
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
民
生
児
童
委
員
の
方
々

の
協
力
を
得
て
、
計
画
の
通
り
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平

成
十
九
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、

更
に
事
業
の
充
実
を
図
る
べ
く
、
「
和

い
話
い
サ
ロ
ン
」
「
い
き
い
き
サ
ロ

ン
」
の
立
ち
上
げ
・
他
の
団
体
と

の
共
催
事
業
な
ど
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。

　
現
今
の
世
相
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
で
し
よ
う
か
。
家
庭
内
の
暴

力
犯
罪
、
将
来
性
の
あ
る
青
少
年

の
自
殺
行
為
な
ど
目
に
余
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
家
庭
内
で
の
親
子

兄
弟
の
ふ
れ
あ
い
や
会
話
の
欠
如

が
こ
の
よ
う
な
事
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

よ
う
な
事
か
ら
も
「
世
代
間
交
流

事
業
」
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り

ま
し
ょ
う
。
ど
う
ぞ
今
後
と
も
地

区
社
協
に
ご
支
援
ご
協
力
く
だ
さ

る
よ
う
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

総　会　風　景

　
総
務
部

　
　
　
　
部
長
　
江
島
　
藤
雄

　
去
る
五
月
十
九
日
、
大
砂
土
東

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
第
三
回
定

期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
十
九

年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
区
社
協
が
開
設
さ
れ
て
か
ら

二
年
間
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
の

あ
り
方
と
言
う
物
の
知
識
が
な
く

体
験
そ
の
も
の
が
勉
強
に
な
り
、

少
し
は
分
か
り
か
け
て
き
ま
し

　
二
年
の
役
員
任
期
も
終
り
、

た
に
総
務
部
長
の
役
を
命
ぜ
ら

ま
し
た
。
責
任
を
感
じ
な
が
ら

十れ新た

九
年
度
に
向
け
て
、
地
域
の
皆
様

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
サ

ロ
ン
活
動
を
中
心
に
事
業
の
展
開

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
前
号
の
だ
よ
り
で
も
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、
車
椅

子
の
貸
し
出
し
事
業
も
行
っ
て
お

り
ま
す
。
緊
急
時
に
必
要
に
な
っ

た
ら
、
当
事
務
局
に
相
談
の
上
ご

利
用
下
さ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

考

　
事
業
部

　
　
　
　
部
長
。
野
崎
　
宏
昭

　
今
年
度
の
事
業
は
、
四
月
か
ら

車
椅
子
の
貸
出
し
を
実
施
す
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

齢りロ　゜現自ン　｀待ふ開ケ象
者絵ンもで分゛‘一大しれ催所に

　
大
砂
土
東
公
民
館
と
の
共
催
事

業
と
し
て
十
月
に
「
大
人
の
塗
り

絵
教
室
」
、
そ
し
て
十
一
月
に
団

塊
世
代
の
男
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
た
「
そ
ば
打
ち
教
室
」
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
福
祉
活
動
推
進
の
中
心

と
な
り
、
今
後
と
も
地
域
の
皆
様

の
要
望
に
敏
感
に
対
応
で
き
る
事

業
計
画
を
す
す
め
て
参
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
要
望
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
広
報
即

　
　
　
　
　
部
長
　
土
屋
　
功

　
広
報
部
会
担
当
と
し
て
、
当
地

区
で
の
福
祉
行
動
計
画
に
基
づ
く

推
進
状
況
を
で
き
る
だ
け
き
め
細

か
く
広
報
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
従
来
「
協
議
会
だ
よ
り
」
を
二
回

発
行
（
全
戸
配
布
）
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
加
え
て
臨
時
号
と
し
て

　
「
社
協
ニ
ュ
ー
ス
」
を
二
回
発
行
（
回

覧
形
式
）
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
で
、
当
地
区
で
し
か

見
聞
き
で
き
な
い
よ
う
な
、
厳
選

し
た
新
旧
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
発

掘
で
き
る
よ
う
な
息
吹
を
発
見
で

き
れ
ば
と
、
地
域
の
皆
様
と
共
に

広
報
部
は
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、

地
域
の
皆
様
の
お
声
を
お
聞
か
せ

い
た
だ
き
、
情
報
を
共
に
共
有
で

き
ま
す
こ
と
が
な
に
よ
り
肝
要
と

思
い
ま
す
。

　
皆
様
、
ど
う
か
、
ぜ
ひ
に
と
ご

理
解
ご
協
力
の
程
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

＊
追
伸
　
大
砂
土
東
地
区
社
会
福

　
祉
協
議
会
だ
よ
り
、
並
び
に
社

　
協
ニ
ュ
ー
ス
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

　
を
「
え
が
お
」
と
さ
せ
て
い
た
だ

　
き
ま
し
た
。
ご
了
承
下
さ
い
。

平成19年度事業計画

七爆４月～

５月～

撞鍼一雄事祭の推量

１、車椅子貸出し事業開始

２、大和田サロンの開設

　　砂団地サロンの開設　　6月～

　　大和田町・砂団地にお住まいの高齢者を対象に

　　サロンを月1度開催し、高齢者の交流、憩いの場

　　とし、閉じこもり予防をはかる。

３、各種団体との共催事業の推進　5月～

　　大砂土東公民館、地域包括センター大和田、青

　　少年育成、市社協ボランティアセンター等と共

　　催で介護などの福祉講座、ボランティアの育成、

　　世代間交流事業企画などを立案実施する。

防災防犯上からも単身高齢者マップの必要性を

認識して検討を始める。あわせて、地域見守り

ネットワークづくりも検討する。　5月～

準備委員会を設置して具体的な行動に向けて動

き出す。

東大宮地域で子育て相談会など、子育てサロン

の開催を検討する。　5月～

大和田地区（旧出張所跡）に開設された子育て支

援サロンの「さいのこ」に対して砂団地などを抱

える見沼地区地域にも子育てサロンの必要性を

感じる。開催の検討を始める。

４

５

６、広報紙の発行　適宜

　　二回全戸配布　臨時号については回覧

　　「大砂土東地区社会福祉協議会だより」に加え【社

　　協ニュース】臨時号の発行を検討し、よりタイム

　　リーに地域福祉情報が共有出来る体制にする。

７、会食サービスの充実　８月

　　「つくしの会」「アップルの会」のボランティア

　　交流会を開く。

　　研修、意見交換などの機会を作る。

⑩劈望活翻の推量

　〇赤十字募金　5月

○さいたま市社会福祉協議会賛助会費　7月

○赤い羽根共同募金／街頭募金の実施　10月

Ｏ歳末助け合い募金　11月
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団
地
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開
催
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拿
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去
る
五
月
十
九
日
午
後
一
時
か
ら

第
一
回
『
い
き
い
き
サ
ロ
ン
砂
団
地
』

が
第
二
乗
会
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、
寿
会
々
長
、

中
川
さ
ん
の
御
尽
力
の
も
と
、
地

域
の
方
か
ら
賛
同
の
声
が
あ
が
り

約
半
年
の
準
備
期
間
を
経
て
記
念

す
べ
き
第
一
回
『
大
人
の
ぬ
り
絵
教

室
』
が
参
加
者
十
八
名
で
、
皆
さ
ん

談
話
を
交
え
な
が
ら
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
代
表
の
中
川
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
が

気
軽
に
来
ら
れ
て
楽
し
く
乗
え
る

交
流
の
場
が
で
き
、
又
、
地
域
全

体
の
活
性
化
に
繋
が
れ
ば
と
の
思

い
で
、
色
々
工
夫
を
加
え
な
が
ら

皆
様
と
頑
張
り
ま
す
」
と
お
話
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。

いきいきサロン砂団地

』
。
章
ｌ

｝
ふ
れ
あ
い
大
和
田
　
　
　
　
　
゛

。
　
　
和
い
話
い
サ
ロ
ン
開
催
Ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
拿
ｔ
』

　
　
　
　
代
表
者
　
岡
地
つ
や
子

　
『
ふ
れ
あ
い
大
和
田
和
い
話
い
サ

ロ
ン
』
は
毎
月
第
▽
火
曜
日
、

催
し
て
い
ま
す
。
五
月
は
、

紹
介
か
ら
始
ま
り
色
々
と
話

多
く
、
温
か
い
お
茶
と
お

食
べ
て
の
談
話
。
時
間
を

延
長
し
て
、
折
り
紙
で
爪

楊二菓
枝十子題自

人分をが己開

れ
を
二
点
ほ
ど
作
り
ま
し
た
。

　
六
月
は
益
々
輪
を
広
げ
て
、
お

互
い
に
楽
し
く
語
り
合
え
、
暖
か

い
雰
囲
気
で
終
了
し
ま
し
た
。

　
七
月
・
八
月
は
盆
踊
り
の
練
習

で
す
。
又
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
ご
協
力
も
頂
き
、
血
圧
測

定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
気
楽
に
健

康
相
談
に
乗
っ
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
一
人
で
も
多
く
の
友

達
が
で
き
、
和
気
あ
い
あ
い
の
も

と
で
お
互
い
に
交
流
を
深
め
、
色
々

な
情
報
交
換
、
又
、
趣
味
、
お
し

ゃ
べ
り
を
通
し
て
、
交
流
の
場
を

作
り
、
明
る
く
楽
し
く
▽
人
一
人

が
主
に
な
っ
て
、
サ
ロ
ン
活
動
し

て
い
く
会
に
い
た
し
ま
す
。

　
問
合
せ
は
当
事
務
所
ま
で
。

ふれあい大和田『和い話いサロン』
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●　　　？＠歳以上の単身高齢者を対象にし111

　　●ふれあい会食雅一ビスを実施してあり寥寥

　　　アップルの会　　　　　　　つくしの会
（東大宮コミセン　毎月第４火曜日）（大砂土束公民館　毎月第３月曜日）

表日　程表日　程

1月21日

2月18日

3月17日

9月10日

10月15日

11月19日

12月17日

1月22日

2月26日

3月25日

　9月25日

10月23日

11月27日

12月25日

車
椅
子
を
貸
出
し
ま
す

詳しくは担当民生委員又は当事務所まで沸

　
介
助
式
二
台
、
自
走
式
一
台
の
計

三
台
あ
り
ま
す
。
軽
量
な
た
め
、
利

用
者
の
方
か
ら
大
変
好
評
で
す
。

＊
貸
出
期
間
は
最
長
一
ケ
月
間

＊
無
料
で
貸
出
し

利
用
希
望
者
は
当
事
務
所
ま
で
。

住
　
　
所
・
：
見
沼
区
大
和
田
町

　
　
　
　
　
　
一
の
一
三
八
七
の
一

活
動
日
・
：
月
曜
日
～
金
曜
日

活
動
時
間
…
午
前
十
時
～
午
後
四
時

電
　
　
話
…
（
六
八
七
）
七
九
三
五

つ
く
し
の
会
で
は

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

　
　
　
　
　
募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
日
　
第
一
・
第
三
月
曜
日

活
動
場
所
　
大
砂
土
東
公
民
館

問
合
せ
は
当
事
務
所
ま
で

Ｓ
六
八
七
１
七
九
三
五
ま
で

叡
「
」
ん
に
ち
陪
｛

　
　
　
民
生
・
児
童
委
員
で
す

　
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
は
。

　
「
民
生
委
員
法
」
及
び
「
児
童
福
祉

法
」
に
定
め
ら
れ
、
厚
生
労
働
大

臣
に
委
嘱
さ
れ
た
地
域
の
奉
仕
者

で
任
期
は
三
年
で
す
。

　
大
砂
土
束
地
区
で
は
4
6
名
（
大

和
田
地
区
1
3
名
・
堀
崎
地
区
６
名
・

島
町
地
区
４
名
・
東
大
宮
地
区
2
0

名
及
び
主
任
児
童
委
員
３
名
）
が

各
担
当
地
区
を
掌
握
し
受
け
持
ち

常
に
住
民
の
立
場
に
立
ち
、
担
当

地
区
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

個
々
人
の
人
格
を
尊
重
し
、
そ
の

個
人
に
関
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

守
り
な
が
ら
、
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
主
な
自
主
活
動
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
地
域
住
民
の
生
活
状
態
の

把
握
の
ほ
か
、
心
配
ご
と
相
談
、

児
童
福
祉
の
向
上
等
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
住
民
の
実
情
に
応
じ
た
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
協
力
活
動
と
い
た
し
ま
し
て
は

生
活
保
護
、
児
童
、
母
子
、
単
身

高
齢
者
、
高
齢
者
世
帯
等
の
福
祉

に
対
す
る
相
談
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
と
も
、
誠
意
を
も
っ
て
関

係
行
政
機
関
、
福
祉
施
設
、
各
種

団
体
等
と
地
域
住
民
の
間
を
つ
な

ぐ
パ
イ
プ
の
役
割
を
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
十
九
年
十
二
月
一

日
に
は
、
三
年
ご
と
の
一
斉
改
選

が
行
わ
れ
ま
す
。

『
え
が
お
ト
キ
メ
キ

　
　
　
み
ん
な
の
願
い
』

●●●●●●●●・・
●
●
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固
有
振
動
数

一
　
●

●
●
●

　
　
●

　
あ
ら
ゆ
る
物
に
は
固
有
の
振
動
数
（
単
位
時
間

に
振
れ
る
回
数
）
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
の

振
動
数
で
揺
す
ら
れ
る
と
そ
の
物
は
強
く
反
応
し

●●●

て
激
し
く
揺
れ
ま
す
が
（
「
共
振
」
と
言
い
ま
す
）
、
固
有

振
動
数
か
ら
大
き
く
ず
れ
た
力
を
加
え
て
も
ほ
と
ん
ど

反
応
し
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
自
然
に
振
ら
せ
た
と
き

に
二
秒
で
一
往
復
す
る
よ
う
な
ブ
ラ
ン
コ
の
場
合
、
二

秒
に
一
回
の
速
さ
で
押
せ
ば
揺
れ
は
ど
ん
ど
ん
大
き
く

な
り
ま
す
が
、
一
秒
に
二
回
の
速
さ
で
押
し
て
も
少
し

も
揺
れ
て
く
れ
な
い
の
と
同
じ
こ
と
で
す
。

　
建
物
の
場
合
、
低
く
て
が
っ
ち
り
し
た
構
造
の
も
の

は
固
有
振
動
数
が
大
き
く
、
速
い
振
動
（
た
と
え
ば
一
秒

間
に
五
回
と
い
っ
た
）
に
共
振
し
、
い
わ
ゆ
る
「
柔
構
造
」

の
高
層
ビ
ル
な
ど
は
固
有
振
動
数
が
小
さ
く
（
た
と
え
ば

三
秒
に
一
回
と
い
う
よ
う
な
）
、
ゆ
っ
く
り
し
た
揺
れ
に

大
き
く
反
応
す
る
と
い
う
一
般
的
な
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
主
と
し
て
建
物
の
高
さ
と
重
さ
（
単
位
床
面
積
あ

た
り
）
に
よ
っ
て
異
な
る
値
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
地
震
の
際
の
建
物
の
被
害
の
起
き
や
す
・

さ
の
違
い
に
大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
●

て
は
紙
面
の
都
合
上
ヽ
次
号
で
解
説
す
る
こ
と
に
い
た
●

し
ま
す
。

●
　
一

　
次
の
方
か
ら
、
ご
寄
付
・
ご
寄

贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
地
域
福
祉
事
業
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

○
大
砂
土
東
公
民
館
さ
ん
よ
り

　
　
バ
ザ
ー
収
益
金
と
し
て

　
　
　
　
九
万
五
千
八
十
七
円

○
民
生
委
員
の
干
場
さ
ん
よ
り

　
　
日
本
茶
・
コ
ー
ヒ
ー
　
　
　
つ

○
永
野
一
江
さ
ん
よ
り
リ
（
｛

心
｝

　
　
日
本
茶

○
民
生
委
員
の
立
岡
さ
ん

　
　
う
ち
わ
・
タ
オ
ル

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
一
●
●

●●

　
琴
ワ
琴
編
集
後
記
琴
ワ
輦

　
広
報
部
長
等
の
退
出
な
ど
異
動

が
あ
り
、
い
ま
だ
全
体
の
広
報
の

流
れ
が
掌
握
で
き
ず
、
手
探
り
の

状
況
で
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

五
名
の
部
員
と
共
に
、
前
任
者
が

ま
い
た
種
（
広
報
紙
）
を
し
っ
か
り

育
て
、
美
し
い
花
が
咲
く
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
部
一
同
）

◇
問
合
せ
◇

　
大
砂
土
束
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
電
話
　
六
八
七
１
七
九
三
五

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車

で
の
ご
来
場
は
ご
遠
盧
下
さ
い
。




